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 ～定期巡回・随時対応訪問介護看護の現状と課題～ 

資料７ 



介護保険サービスの体系 
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 介護保険サービスは、介護給付、予防給付の区分に、事業所の指定・指導が市町村と 
都道府県・政令都市・中核市などがあり、サービスの業務が複雑になっている 



介護保険サービスの体系の課題と整備 
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 利用者視点から考えれば、在宅か、施設でしかないかも効率的な見直し） 



定期巡回・随時対応サービス 

4 

引用資料：厚生労働省 HP 介護保険制度の概要より 



定期巡回・随時対応サービス 
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引用資料：厚生労働省 HP 介護保険制度の概要より 

運営上の現状と課題 

１）現状では、訪問看護事業所との連携が困難な 
 状況がある（地域では連携先確保が困難で他の 
 地域からの訪問看護をお願いするケースもある 
 
２）訪問看護の出来高払い報酬が、定期巡回との 
 連携で、包括払いとなり、必要な訪問回数（訪 
 問看護、リハビリ）に入れない、採算面でも 
 課題と判断している 
 
３）理解ある訪問看護事業所では、看護と介護と 
 の連携で、回数を見直しなどできて、結果とし 
 て、看護人材の効率的なケア体制につながって 
 いる 
 
※訪問看護事業所との連携促進へ市町村など周知、 
 支援が望まれる 



定期巡回・随時対応サービス 
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引用資料：厚生労働省 HP 介護保険制度の概要より 

運営上の現状と課題 

１）月額の報酬は、都内で15万円/月（名）が平均 
 平均要介護度は、2.9程度 要介護３として 
 包括分で19万円として、差額4万円分程度が 
 通所介護、短期入所などで減算になっている 
 改定により 
 
事業運営上、18名の利用者で収支差O（損益分岐） 
新規利用者の確保と継続の維持（平均介護度が 
高いので退会も多く、利用者の確保と先行投資人件
費なども必要であり、事業採算面で課題がある 
事業所が多数ある 
 
※利用者の確保として、サービスの周知などに市町 
 村（保険者）の積極的な関わりが必要 
 
 



定期巡回・随時対応サービス 
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引用資料：厚生労働省 HP 介護保険制度の概要より 



定期巡回・随時対応サービス 
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引用資料：厚生労働省 HP 介護保険制度の概要より 

運営上の現状と課題 

１）月額の報酬は、都内で15万円/月（名）が平均 
 
 平均要介護度は、2.9程度 要介護３として 
 包括分で19万円として、差額4万円分程度が 
 通所介護、短期入所などで減収になっている 
 
  



定期巡回・随時対応サービス 
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引用資料：厚生労働省 HP 介護保険制度の概要より 

運営上の現状と課題 

１）オペレーター、計画作成として介護福祉士資 
  格を常に配置することが困難な場合。 
  人材配置要員数が利用者サービスにつながる 
  いる状況 
 
２）定期巡回は既存の訪問介護、夜間対応と併設 
 でないと、単独事業所では人材配置など運営は 
 困難な事業である 
 
３）人材確保として、常勤の介護職員雇用が困難 
 ※都内では、資格人材確保として紹介会社を 
 頼っている事業所が大半である 
 例）看護師で100万円/名、 
   介護福祉士で60万円/名 費用が発生 
 



定期巡回・随時対応サービス 
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引用資料：厚生労働省 HP 介護保険制度の概要より 

運営上の現状と課題 

１）ケアマネジャーとの連携について 
 定期巡回は包括で訪問介護で限度額オバー利用 
 者を紹介などある状況 
 
２）定期巡回での生活支援サービスを入れること 
 が難しいとの判断がある 
 
 
今後にむけて、身体介護と身体介護の付帯のケア
に介護専門人材を効率的、効果的に活用するため、 
定期巡回の生活支援については、地域の多様な生
活サービスを組み込んだケアプランが望まれる 
 



定期巡回・随時対応サービス 

11 

引用資料：厚生労働省 HP 介護保険制度の概要より 

運営上の現状と課題 

介護・医療連携推進会議を通じて、医療機関や地
域関係などとの連携に効果がある 
 
但し、報告義務が地域密着サービスにあるが、介
護。医療連携推進会議などにおいては、参画する
連携事業者として、双方に状況や体制などを報告
をおこなうことで、連携の考え方の整備になると
思われる 
 



定期巡回・随時対応サービス 
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引用資料：厚生労働省 HP 介護保険制度の概要より 

運営上の現状と課題 

他事業所の連携において 
 
１）ケアについての基本的な考え方が共有できる 
 
２）連携には、利用者を中心に、連携するにあた
り一定のルール（報告、連絡、相談）を定めるこ
となどが必要 
 
※市町村において、地域包括などを巻き込み、連
携の体制などの在り方を構築支援が必要 



定期巡回・随時対応サービス 

13 引用資料：厚生労働省 HP 介護保険制度の概要より 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護　平成27年8月末　

23区外計 　
14 10 18

23
　東京都 　

合計 36 23 76 7

23区　計 22区 13 58 7
 

全国は別紙 参照 

運営上の現状と課題 

全国の事業所数 
 
 
 
 
 
 
事業所数は増加しているが、期待ほどでない 
2014年8月末525件 →720件（195件増） 
事業所平均利用者（4月度：18.9名） 
 

事業所数 東京都 8月末 

介護給付費等実態調査月報　平成27年4月度（平成27年６月審査分） 

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計
東京都計 234           261           172           252           180           1,099        

23区計 184           216           145           211           158           914           

多摩 50             45             27             41             22             185           

全国 2,432 2,509 1,895 1,856 1,258 9,950

（単位：人）



施設の機能を地域に展開する 
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在宅ケアを支える地域でのサービスについて 



•地域包括ケアシステムは住み慣れた地域や住まいでの生活を
支えること 

「介護、医療、予防」という専門的なサービスと、その前提としての「住
まい」と「生活支援・福祉サービス」が相互に関係し、連携しながら在宅
の生活を支えること 
 

•制度見直しとサービスについて 

 ①制度で考えるのでなく利用者へのサービスから考える 

 ②制度と自己負担の関係と必要なサービスを混同しない 

 ③自宅や住みなれた地域で継続して生活したいに応える 

 ④ニーズからサービスは提供され、制度は利用するもの 

 ⑤求められる介護サービスを追求し、自らが変化すること 

  

 

 

15 

在宅ケアを支えるサービスについて 
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在宅ケアを支えるサービスについて 

既存サービス 新サービス

施設 自宅

【特定施設】 定期巡回型訪問介護看護

　○住まい（終身）でのサービス 　●（訪問介護＋夜間対応＋訪問看護）
　○食事（食堂、３食） 　●（短時間、巡回、随時対応）
　●介護、看護　２４時間対応 　●ケアマネジメント（協働）
　○その他付帯サービス

【居宅サービス】
　●訪問介護、訪問看護
　●ケアマネジメント

賃貸住宅 自宅
【サービス付高齢者向け住宅】 定額制在宅ケアサービス
　○住まい（賃貸） 　●ケアマネジメント（生活視点）
　○食事（食堂、選択） 　○サービスコーディネート
　○見守り 　●定期巡回介護看護
　●ケアマネジメント＋α 　●２４時間見守り随時対応
　●訪問介護、訪問看護 　○宅配（３食、２食、出前、選択）
　○生活支援サービス 　○定額制の家事支援サービス

　
　

○自費が基本、●介護保険など適用

サービス・市場マトリックス　

既
存
市
場

新
市
場

既存サービス、事業に新サービス、事業を加えることにより事業展開の考察  



（参考）介護保険外サービスとヘルスケアサービス 
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引用： 経済産業省 次世代ヘルスケア産業協議会 新事業創出  ＷＧ （第１回） 資料2-2 



（参考）介護保険外サービスとヘルスケアサービス 
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引用： 経済産業省 次世代ヘルスケア産業協議会 新事業創出  ＷＧ （第１回） 資料2-2 



 
ご清聴ありがとうございました 

 


